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特急「やくも」号をご利用ください
（１０月１日　備中高梁駅）

　特急「やくも」号の全便停車の記念セレモニーが行われました。関係者

約２０人が出席し、新たに停車する岡山行きの「やくも１０号」がホームに入

るのにあわせ、市長らがテープカット。

　まちの活性化および観光振興を目的として８月に全便停車の要望書を提

出。その結果、１１月末まで試験的に「やくも」号が全便停車することにな

りました（上下合わせて１日３０本が停車）。また、同駅から吹屋ふるさと村

を巡る「観光周遊バス」（詳しくは「広報たかはし７月号」１９ページ）や、備中

松山城への「観光乗合タクシー」（詳しくは１８ページ）も運行していますの

で、ご利用ください。

みんなで力をあわせて
（１０月４日　市民体育館）

　「高梁地域高齢者スポーツ大会」（市、高梁地域老人クラブ主催）が

行われ、高梁地域から１５チーム、約３７０人が参加しました。老人ク

ラブ会員の健康増進と会員相互の親睦を深めるために毎年この時

期に開催。参加者は、輪投げやボウリング、玉入れなど６種目の競

技を楽しみました。

広げよう健康への意識と福祉の心
（９月３０日　総合文化会館ほか）

　“ふれあいによる心豊かなまちづくり”を目指して「健康福祉の

つどい」が開かれました。式典では、国民健康保険の優良被保険者

をはじめ地域福祉やボランティア活動などに携わった人や団体な

どを表彰。その後、体験発表や講演が行われました。会場には、市

内８つの高齢者福祉施設利用者の作品展示や介護・健康相談、各種

バザーなどがあり、また、別会場では囲碁や将棋、ゲートボール大

会なども行われ、参加者たちはふれあいを通じて、健康への意識や

福祉について認識を深めていました。

秋空の下でYOU・農・遊フェスティバル
（９月２４日　神原スポーツ公園県有地）

　「備中たかはしYOU・農・遊フェスティバルin松原」（同実行委員会主催）が開

かれました。会場では、備中神楽の上演や地元で採れた新鮮な野菜やピオーネな

どの即売が行われ、大勢の家族連れでにぎわいました。

　 轟  轟 戦隊ボウケンジャーショーや地元ヒーロービッチュマンショーが始まる
ごう ごう

と、子どもたちは大きな声援を送っていました。また、「丸太切り競争」や「もちつ

き」、「縄ない」の体験コーナーなども人気を集めていました。

何グラムかな？（玄米重量当てクイズ）

飛んでけェ！（畳投げ競争）
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　１０月８日（日）、３連休のなか日となったこの日、うかん常山公園では家族連れらが訪れ、弁当を広げるなどし

て思い思いに、秋の一日を楽しんでいました。これから本格的な秋の行楽シーズンを迎えます。市内には、ほか

にもいい所がいっぱい。高梁の魅力を探しに皆さん、お出かけしてみませんか。

秋の行楽シーズン到来

「風ぐるま杯」グラウンドゴルフ大会
（１０月６日　有漢農村公園一帯）

　“楽しむスポーツ”の意識高揚と生涯スポーツの普及振興を図って、参加

者相互の親睦や交流を目的として「第２回風ぐるま杯グラウンドゴルフ交流

大会」（市グラウンドゴルフ協会有漢会主催）が開かれました。

　市内外から６０１人（うち市内から３１４人）が参加。通常のコース以外に、多

目的グラウンドや斜面の芝生を利用した特設コースを設置。参加者たちは声

を掛け合いながら、グラウンドゴルフを楽しんでいました。

決定！第１６回吉備川上漫画グランプリ受賞作品
（１０月４日　高梁国際ホテル）

　今年の漫画グランプリは「お宝（おたから）」をテーマに作品を募集し、全

国から７６７点（うち市内から１２８点）の応募がありました。第１次審査を通過し

た２１９点を、漫画家の出光永さんら６人が審査を行い、入賞作品１９点が決定し

ました。審査委員長の出光さんは「絵、アイデアともにレベルの高い作品が目

立った」と講評しました。（入賞作品は２０ページ）

○横本静子さん（巨瀬町）
９月９日で１００歳。

長寿の秘訣「多くの人に面倒を見てもら

ったこと」

（９月２０日 特別養護老人ホーム白和荘）

100歳100歳おめでとうございますおめでとうございます

本物の森づくりを　（10月3日　吉備国際大学）
　吉備国際大学で、横浜国立大学名誉教授・宮脇昭さん（成羽町中野出身）が、

「森はいのち～高梁から世界へ～」と題して特別公開講義を行いました。

 “宮脇方式”と呼ばれる独自の植樹法により、これまで日本や世界各地で行

ってきた植樹活動の様子を交えながら、その土地本来の樹木を生かした本物の

森づくりを進めることの重要性を熱心に語られ、学生や市民ら約２５０人が聞き

入っていました。

　宮脇さんは、本市の市政アドバイザーの一人です。

１００歳を迎えられた人を、市長らが訪問し

記念品や花束を贈って長寿を祝いました。

○ 田ハナヨさん（落合町福地）
９月１７日で１００歳。

長寿の秘訣「よく食べ、よく働き、人と

の交流を好んだこと」

（９月２０日 デイケア施設「むつみの園」）

○藤村要六さん（川面町）
１０月１０日で１００歳。

長寿の秘訣「精神的にも肉体的にも強

かったこと」

（１０月１０日 自宅）

市内の１００歳以上の人は、１０月１０日現在

で２１人（男性５人、女性１６人）。

○９月２５日に丹下みゆきさん（高倉町

大瀬八長）も１００歳を迎えられました。


